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正常妊婦 ・ 妊娠申毒症妊婦に おけ る面 液流動学的研究

名 古謹 大掌 班学 部麿科贈入科学教室 （主 任 ： 表融　豊教授）

唐沢　　哲良獰　　　　“
OP一野雄二二良匹　　　　今ヂ←　　信昭

Significance＆ Tre耳tment 　ef　Abnormal　Blood　Viscositie＄

　　　　　　　　　1雄・P−re・eclamptic 　Patgents

　　　　　 ？etsuぎo　KARASAWA，　Y睡 ro　HAyANo 齟 d　Nob 登 ak 峯勧 Al

醜 加 吻 翻 げ 6ゐsf顔 ‘s 衂 ゴ σ脚 ω ’蠍 呶 卿 腕 versily 　MediCal　s伽 oい   螺

　　　　　　　　　　　 CDi
’
reetor ’ 1隔げ Yutaha　Tomoda丿

概 蟹 　子宮胎盤系 へ の 血 液供鈴 は ，離体 に とつ て ，妊娠を維持童る簸も大甥蠢機能で あ り，
こ の た め に

は 円 滑 な 血 流 の 保持 が 必 欝 で あ る．そ こ で i
・血流量 に 最 も大 きな影響を与え る と考えられ る礁液粘度が，

妊娠に よつ て い か に 変化す る か
， また

， 胎盤徳 環不全 を主病i変とす 喬妊娠中罍症で は ，血液鮎度が い か

な る状態にある O か を検討し，以下 の 戒纉 を得た．

　 1）妊嬢中の 血液精簧は ， 常に 非娃婚よ lj
’
低額 で t 妊 娠 の 遙行 とともに 妊娠 6 カ 月 ま で 下 降し ， 最羝

謹 2．993± O．120cp とな り， 以後 1O力 薙ま で 穣 々 に 増 Snした．

　 2 ）遡渡漁度に最 も大 きな影響 を与えるの は∴丕鷺 及 び フ ィ ブ ジ・ノ ーゲ ア 童で あつ た ．妊雖 過に梓 う

虚液粘慶 の 変動は pHt と最も槽開するヵ  妊娠 末期 で は 17 イ プ リ ノ
ーゲ ン 墨が増加 し s そ の 彬響を受

ける，　 　 ．　 　　 　 　　 　 、　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 ．

　3 ＞嫐 展中 ngff妊鑼 の 面 液糠 卸ま，童瀛嬉 ま
， 正 常妓娠家期 の 妊婦に比し有憲 に 高値 舶く榊 1）を示

し t　
一
＋1 し か も

， 軽症で憶1
，

．重常妓振飛期 の 妊婦 に 銑 し有意蕪 を 認 め な か つ た ．

　の 姆娠 申翻 畿 症妊婦を，瘻囎 弊 ，、蔦 撫鯉 ，蛋櫞 雖 浮睡型 に 分け て ， 晦灘 度を trttす る

と，高面 圧 型で 曝最もma’、，く （4．ee59± O．380Gcp），浮驪型で は競も低 く （2．7615士O．11欝cp ）．葦白尿型

は そ の 中閥 〈3．2122±e．2424cp） に 位潭し仁 高血 駈型妊婦 の 血蓉粘疲は ，正常蕀娠来期の 妊婦に 見 し

有葱に 高饐 （p ＜ 0．oel・）
’
を示 し た．婬癈中毒症妊婦 の 齟 濺韜 度も∴Ht と最も帽関 （r ＝ f

’
G．8954＞した が ，

フ ィ プ 瞬ノ ーゲ ソ 盤 と億相闘 もなかく｝た．．．

　 5 ）妊娠中毒醗 の 瀧療 として ， 簡粘度 の 高血 圧羅に は，輸液 （dext胆 n ）療法，窟 た は降圧鄰貴与を行

い ， 低膿 の浮騨 に ls・ 鑼 晦 禾購 剤 鰍 細 掴 ω 投与髄 つ た 緯果・瀚 糠 灘 欄 で は 誰

濃粘度の 改善 ， 平均血 庄の 無下 を認 め
， 降庄網投与例 で は

， 平均 童 庄め低下を認め ，利讎剤投与偶 で は ，

血 液粘麿の 敬善 と と もに 浮睡の 消失を認毎 た ，

Syxtopsis　Bleod　visctiSigy，
’
a　bl
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　　　　　　　　　績　　鬣

　妊娠 母体 に は
， 子宮胎盤系及び胎児嚮環景 と い

う弊妊時とは異 なる徳環系が 瀦わ り，母体の血漿

驫が著明に 増加 し ，
ヘ マ トク ジ ッ ト（以下 Ht と略

す）が低下する こ とが知 られて い る．

　 また，虚液の 流鋼性は庖濯粘漫に よつ て 火 ぎな

影響を受 ける，

　そ こ で ， 本研究に お い て は
。 妊鏃に伴 う．甑薮粘

度の 変鋤 と，
血 液粘度 に影饗 を及蔭す と考えられ

る Ht ，
フ a プ リ ノ

ー
ゲ γ 慧，赤漁球変形能 とし て

の 遡液申 ATP 蠻の 変動な どと の 関運に つ い て 検

酎 した．

　 さ らに ，妊娠中毒癨 の 喪病態は ，母体 の 腎及び

甼宮胎盤系の 循環不全で ある と考 えられ るの で ，

妊娠中毒症患者の 塵流を，血液粘農を指標と し て

測定 し ， 嬉娠 中毒症各病型に お ける血流動態に つ

い て 解析した ．

　　　　　　研究薄象 ならび ‘二方浤

1）薄象

　名古屋夫学 医学獺附羈病浣嵐 て 出産 した 正常莊

婦 165例 （妊娠 2 ヵ 月〜10力 鍔 ， 各 7〜22例）， 分

娩笙 1期，　第 II期，　産褥 1　日，　3　貫（各 1砕〜14例），

衰 1 に準 じ分類 した 娠娠中毒症娠婦 3i例 （軽症 10

例 ， 重痿2ま擁 の うち ， 高撫 圧型 10例 ， 蛋 海塚型 7

餽，浮鍾型 4 例）及び
， 非妊婦三1例 を薄象 として

灘建を行 つ た ．

表 監　 妊娠中毒症蘊症 の 分殲

型　　　症 状 高 細 圧 蛋 由 塚 浮　 　睡

執鱸期 龜圧
罵70 琉 組 Hg 蕊 o〜窃，9隔 峯肢 または

嶄 無 圧 梨 また は ま た は
”
下譲 鶴 に

拡螢期血 圧 3鵝 ≦ 限 　 勵
輩圭o 鵬 m 美｛噺

収縮 期無 圧
o− 169m 蹠 薩9 下肢 ま寛 は

蛋 由 擢 型 ．また は 3 ％毒 下 腹 部 に

拡薤…潮撫圧 誤 　罵
い 1｛沿 雛 煎 Hg

冂
収縮 期血圧

駘〜169 襁 m ｝｛9
浮 　腫 　型 ま た は   〜2．P％ 全 身 浮 賺

拡張期 煎毘
o〜｝o曁mmH 窟

冂

　 2）方法

　  血 液粘農の 槲定

　血液粘度は ， 採血後 4 時閥 以 内に cone 　plate式

E 型粘度計（東京計器 製）に て測建 した ，本灘定器

を用 い て灘定 した粘度は
， ず り速度の増撫に対 し，

一一定の 粘度が得 られ， し か も検捧条件 （聾t な ど）

の藻 を反映 した 、子宮動脈の 壷 流を想定 し， ず b

速度 15e’ec−
−t

と，ず り速度375sec− i
で 2 醐灘定 し，そ

の平均繭を廠液粘変の 鰕 と した ．洫液粘度の 単｛立

は
，

セ ソ チ ボ ア メlcpで 示 し た
，

　  添血球数，Ht の 瀏驚

　泳旛球数 ， Ht は Coulter　Ceunter　model （日科

機製）に て瀏定 した ，

　  フ ィ ブ リ 7 一ゲ ソ 最 の 測定

　 フ ィ ヅ リ ノ ーゲ ン 蠻の 淵窟は ， ト ロ ン ビソ 時間

法に よつ た．

　  血 液中 ATP 墨の 測定

　鎧液 中 ATP 量 の 灘定は
， 紫外翻吸光度灘躄，

endpoint 法 に よ る AT 野 Te5t （Boehringer・Ma ・

  helm 祉製）嵐 て灘定 した か

　　　　　　　　　成　　鰻

　 1）正常姪婦に お ける血 液粘度 の変 動

　血液粘度の 妊娠中 の推移 は，．麟 iの ご と くであ

っ た．すなわ ち ， 弊妊婦 11鯛に お ける廠液粘獲は
，

3．614±O．171cp（Mea ロ± 工 SD）で あ る が
， 妊娠

饌 1　 妊娠 に よ る 寵 液霜産 ・ヘ マ ト ク リ ツ ト及 び フ イ

　プ リ ノ
ー

ゲ ソ の 変動

輪
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の 進行 とともに 徐 々 に 低 値とな り，妊娠 行ヵ 月に．

お い て 最低艫 2．993±e．210cp で ，非娠嫌に 比 し有

意に低値 （P〈 e，鋤 を示 した ．妊娠 6 ヵ月よ う1 

ヵ 月 ま で は 徐 々 に 増 加 し， 妊 娠10 ヵ 月 で 鷹

3．324± e、318cpで あ つ た ，漁 液麹度は
， 妊 娠 の 避

行と ともに 変動を示 すが ， 妓娠中は常に 雰娠婦よ

り儀値を示 した ，

・一方 ，

’
陣艤発来後は

， 非妊婦よ

り増加 し
， 分娩 第 II期で は

，
3，896± e．538cpと最

高憊を承 した．また ， tt崖 褥 1．霞， 3 黛で は非妊婦

の 癰に復 した．

　 2）血蔽漲変の 変動に 影響を及ぼす困子

　以上の 妊娠 に よ る血液 粘甕の 変勲が
， 母体循環

撫 中の フ ィ ブ リ ノ
ー

ゲ ソ 盤や Ht，血 液中 ATP 鑾

の 妊嫉に 伴 う変動に よつ て 趨 こ るか どうか を換 討

した．

  Ht と血液粘渡 との 関係

　Ht の 変動は ec　1 の 冨 とく， 非妊婦に お い て は
，

37．24士 2、192％ （Mean ± 1SD ）で
， 姪娠 の遒 行

と ともに 徐 々 に低値 を示 し，妊di　e ヵ 月に お い て ，

最儀値32．暮67：h2 ．72岱％とな り
， 歩晦 鞴 に 詫 し有意

に 抵値 （pく e・．01）を示 した．以thmeヵ 月まで横ば

い の 変蜀を承 し，分娩第 1期 よ け上昇 し分娩第 II

期で は 最高皚38．fi20± 5 ．517％と な り
， 産褥 工 日

，

3 鋸で は罪妊婦の 値に復 した ．

　 Ht と酸 液粘度 との相閑 は
， 穿妊婦で は

， 晦液粘

度（na）tt　e． 672｝嚢 ＋ 1．1115，　r　 ＝ O，8fi4， 2 ヵ 月で

は，VamO 』622Ht十 1．831
，
　 r ＝ O．8972t　 3 カ 月で

は
， ”a

： 。．e564xxt＋ 1．3。26、
　r ＝0．92臓 勃 月

・
さ

は ， ij．　＝ 　e．　IO35Ht− 0．277e，　 r ： ：O．835，

’
5 ヵ 月で

は
， na一 e．1147Ht − O．7358

，
　r 隅 0．797呂， 6 カ 月で

は，na　 ＝ e、0467職 十 L4513，　 r ：：：   ．61G4，7 ヵ 月で

は ， name ．〔｝814Ht弓
一
窃．3912．　r ＝ O．7｛…24，8 カ ナヨで

は
， 梅

＝ 臣 086玉職 ÷e．2296， r ： ： O．7013， 9 ヵ 月で

は
， 物

跣 G．〔｝46妊丑 辛 L 行621
，

r　； 0，6275，　10力 那で

は ， OPa＝ O．e489Ht 十 1，6779，　 r 羆 0．579で あ り，嫉

娠中期 （5 ， 6 ， 7 ヵ 月）， 娠娠末期 （8 ， 9 ， 憩

力 旬 に 両岩の 韻闘性は 悪くな つ て い る．一

　  フ ィ プ リ ノ
ーゲ ソ 盤 と血液粘度と の i邏係

　 フ ィ ブ サ ノ ーゲ γ 薫の 変動は ， 黶 1 の ご とく，

3F妊 舅書1〔蛙烈 に お い て は
，　269 諺ヒ35 ．62mgfdl

（Mean ± 1S 正））で ，妊娠 の進行 とと もに徐 々 に 増

却 し、妊娠三〇ヵ 月で 440± 78．91mg／dEと，彝妊婦

の 約1．6倍に 増煽 し た ．以後，巌褥 猶 まで 高値を

持続す るが ， 蘯褥 3 韓よ り低下 した ，

　血 液粘度 とフ ィ ブ リ ノ ーゲ ン 盤 との 稽開は
， 妊

娠初 期 （2 ， 3 ， 4 ヵ 月）で は
，

」血液艪度 （na）＝

弓．雛 36Fibrinegen − L6536 ，
　 r　 ・ O．187， 妊娠中

期（・5 ， 6 ， 7 カ 月）で は
， ea　” 0．§032　Fib十 1．7138，

r ＝ O．647
， 麺…娠宋期 （8， 9 ， 10力 丹）で は

， qa ＝

e．OO36　Fib十 L5604 ，

’
y ＝ ：e−．660で あつ た ，

　正常妊婦の 血液粘度は，全経過 を通し て ，Ht と

よ く栢薩するが ， 妊嬢屮期 ， 後期で は
，

74 ブ リ

ノ ーゲ ン 蠱 とも棚関 した．

　  赤 血球変形能 と血 液粘度 との 関鯀

　血 液中の ATP 盤は
， 鑼 2 の ご とく，葬妊婦に 齢

い て は ， 31．02± 2．86rngfdl（Mean ± 玉SD）で ，

妊i娠 5 力 厚まで横ば い 状態で，羝後抵下 した ，

　赤遡 球 数駈ま
，　夛幹妊 嫻 で tま423，2ゴ：47．12x1（｝

4
／

mmS 〈醗 ea砿 1SD ）で ， 妊娠 の 進行 とともll，

劃1液中 AT 尹 釐 とほ羝 岡様の 変動を翠 した ．

　そこ で
， 妊娠中の 赤鹿球変形能 と嶽液粘護との

醐係をみ る靴 め に ， ATP 愚／単位赤紐球数を 謝建

しだ．AτP 量／単位赤愈球数は
， 非妊婦に お い て

は
，

7．40± 1．三 ・ 10刷
’
「 img

／RBC （Mean ± 1SD ）

図 2 　妊娠 に よ る 赤 廬 球 数 ・ヘ マ F ク リ ツ ト及 び

　AT 摯の 変嚇
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且［ 鵬 翼工 即 　

711冒
瓣 旺 己 民工 rWTL −Pt｝rj　9 皿 雌又 t月 蝦 ∫

−
fNV 筆町 7E」 m 膝 躙 面 o 畢 哲 J 　O

i

■

ー

で ，妊娠中 もほ ぼ同様 の 頗を示 した．

　 す なわ ち．血 液粘度が妊娠中変勧す る の に 薄 し，

ATP 量／単位赤虫域数は ， ほば・一定の 鐘 （8．03±

甑 06 。10’”n 〜6．35± O．105 ・10町Zimgf 衰BC ）で
，

単位赤撫 球数 中の ATP 鬣 と虚液粘慶 の 間 に は ，

相腿｛生が 認め られなか つ た．なお ，血液中の ATP

盤に つ い て み る と， 韵述 の ご とく， 妊娠後半期に

減 少 した が
，

こ の 減少は
， 単 位容量 当 りの 赤癒球

数の 減少， すなわ ち Ht の 低下に基因する もの と

考 えられた．

　 3）甑籔粘度に影響を及ぼす編子

　　　（in　vttro 　va験）

　財上の ごと く，妊娠 中の 瞰液粘渡の 低下は，Ht

及 び フ ィ ブ サ ノ ーゲ ソ 黒 の 変動 を反映 し て い る

hS
， 赤血球の 変形龍 （A ↑P 鬣）とは 一

致して い な

か つ た．し か し ，
こ の妊娠中の 血 液粘 蔑の 変勵は ，

Ht の 変動に 糧似 して い る もの の （図 1 ）レ 全 く一・

致して い るわ けで は ない の で ， こ れ を更に 検射す

るため に 以下の 墨験 を行つ た，

　すなわ ち ， 非妊婦血を遠沈 して ，
7 イ プ リ ノ

…

ゲ ン 量 ，
血 漿 蛋 蕪 を 一 定 と し て

，
｝｛t を55％

〜17，δ％ま で ｝　13段階 をこ二．変イ匕させ ，　Ht　と漁 液睾霞産

と の 相闘を み た ．また
，

｝至t350／e の 瓣妊婦血 に フ a

ブ リ ノ
ーゲ γ ミ ド V （ミ ド リ孛寧製） （極少黒の ア

ル ブ ミ γ を奮有す る）を加 え ，
フ ィ プ リ ノ ーゲ γ

蟄 を 11段 階に 稀寂 し ，
フ ィ ブ リ ノ ーゲ ソ 蘯 と血 液

粘慶と の 芹擢関 をみ た ，

　灘定結果は，図 3及び 魍 4の ご と く， 漁液粘農

（Va）＝  ．G7Ht十 〇譜8の 謹繊攤係とな り，
　 Ht とは

r ＝
’9．99と非常に 嵩 い 榿開を承 し た ．

一方 ，
7 イ ブ

リ ノ ーゲ ソ 蠱 は，215mg！dト 5eOmg／dlの 生理 的

範 聾内で は ，撫 液粘度 （na）＝O、eo2　Flb十 21457と

直線閲係に な り， r ＝ 0，963・k．高 い 欄関 を示 した．な

お
， 鴎 4 の ご と く， 険体中 の 総蛋撫豊に は 変化が

み られ な か つ た，

　 財．上の ご とく， 、離液粘度 に 影響を与 える 薦子 と

し て は ，面 vitro 実験で も，磁 が最 も大 きく，纜

い て フ ィ プ リ ノ
ー

ゲ ン が，その 鶸子 で ある こ とtl9

わ か つ た．

　以上 ， 妊 娠 時に は ， 盥 液粘漫が署 i舅に低 下す る

が ，これは 妊娠 に と もな う Ht の 変動 に 蕪 困する

も，妊娠 8
，
9

，
10ヵ 月で は sHt の 減少 に もか か

わ らず，濫液粘度の 増嬲 が み られ（図 1 ），雨渚間

に 相閣性がみ られなか つ た，こ れは ， 妊娠宋期に

お け る フ ィ ブ リ ノ ーゲ ン 量 の 署賜な増加 に 碁因す

る もの と撤察 され．血 ．

　 4）女壬娠中毒君豈貞壬嬬幹こ お ける血液業占変

　莊娠中毒癨妊婦の 血 液鮎度 は
， 軽症で は 3．26士

O．410cp， 重痙 ほ 3．508圭 G．588cp， 蜜 た 正 常娠娠牽

期の 妊嫻で は ， 3．167± O．191cpで あつ た．妊娠中

毒痙重嬢 の 暾液粘度は 琵 常妊娠末期に 比 し麿慧に

高値 （玉）＜ 0．Ol）を示 した が
， 軽症 で は

， 正常妊娠

末期 に 比 し有慧差を認め なか つ た．

　 さ らに ，妊娠 串蠶症霙症高鯉 厩型，蛋白尿型，

浮腫型に つ い て み る と， 高血圧型4．臼059士 e．3800

Cl｝
，　蛋 白尿型 3．2122：駈0．2424cp，　浮瞹型2．7｛｝15土二

隈 3　 夢 妊 蝿の 稀 釈 に よ る ヘ マ トク リ ッ ト変 化 と狙 液

岸渡

血

池
粘

度

　

の
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。u
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88（：
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tr
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躙 4　 フ ィ プ リ ノ ーゲ ン 盪 と血 液精縫 との 闘 縣 （in

　 vitro ）
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1…懸Z ：

甼 bfi 唐 朕 f出 6e3

0．1169cpとな り高漁圧型が 最 も高 くr 浮腫 型は 饑

も低 く， 蛋龠尿型は その 中闘に 位鞍 した （國 5）．

　妊娠中毒鐔重症高斑圧型め洫 澱粘度 は
， 正常妊

媛の 妊娠宋期に tt　L ， 有 意え高く ， （P＜0．餓 ），

非妊婦よ り高値を赤 した ．蛋 白籏型 は 正常 妊婦の

妊簸末期に 姥 し
， 有憲差は な か つ た．一方 ， 浮腫

型は，正常無婦の 妊娠末期 よ り ， 有意に低値（Pく

e．OOI）で あ つ た．

　 5 ）．婬嫉中毒謎妊婦の 慮液粘度に影響を及ぼ》

罵予

　  妊娠 中毒蕪妊婦の Ht

　妊 娠 中羅 癌 妊 婦 に お け る Ht は，軽症 で は

33、86di　3　L　70％， 蘆建は
， 35：70

’
i辷6、麗 6％， また 正

常姪婦の 妊娠末期で 腺 、3畧．95圭乞〇三％で あ つ た P

ff娠中灘疲重疲の Ht は ， 正常妊娠寒期 に 髭 し看

慧 に 高as　（P ＜ 0．OD を堺 した が
． 軽症で は ， 正常

娠娠末期に銘 し有意蠱を諷 め な掛つ た．．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 や 　　　　：

　妊娠 申讖痙蘆症の うち，轟迎厩 型 の Ht は
，

40．53eQ±4．07玉3％ ， 蛋白鐶型の
’H‡は，34．2143±

L777 三％，浮踵型で は ， 26．3003±4．韜 49％で あつ

た ．高血圧蘯で e：　Ht の 平均簸は最 も高 く， 浮黶型

で 畷 醜 く演 白象塑寵 ぞの 欄 慮黼 醗

（図 5 ）．　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

鬮 5　非 妊蝿 ， 正常妊婦及び 妊娠中毒症娠婦 の 無液粘 i
」豐 とヘ マ トぞ リ ッ ト
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　 また ， 高血羅型の Ht は ， 正常嫌娠来 期よ り有意

に 高 く （P＜O．OCI）， 非妊 贈 よ りも高値で あ つ た ．

濘 腫型 の Ht は
， 正 常妊嫉末期 よ り有 意 に 低 鱧

（P く e．eo動 で あつ た ．

　齋症の うち，1高娵 庄型の 盈液粘 慶 と 王髭 と の 相

関 は
， T ＝

−0．8742， 蛋 由尿塁で は ，

’
r 皿 O．7140， 浮腫

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヨぜ

型 で は ，rr ：   ．9468と
芝

どの 爨に お い て も黐関を示

し，Ht は 妊娠中毒症蜂鑼に お い て も， 血液粘度に

最も影 響を及轄す擱子 と考 えられた ．

　  妊娠中蠹叢i妊嫌 の フ イ ブ リ ノ
ーゲ ン 蟲

　妊娠 中毒癨 軽 疲 の 7 イ ブ リ ノ ーゲ γ 量 は
，

431．8，　3±84．17mg／d／1，窺症で は，435．75± 45．02
　 　 rmg

／d1で ， 爾渚 に麿意鑑は なか つ た．また，妊娠

中 灘 療i量 症 の うち ， 高 煎 旺 璽 で は ，藍 4．25±

45．て）611血 官／dl，蛋 白尿型で ｝象
，
427，6667：辷38、318三

  ノd重が浮腫型で は ，437．5eOO土 52、3418正ng ／d監で

あ り，こ れらの 闇に有意蠱を認め なか つ た ．

　蕪娠中毒疲妊婦に お ける痴液粘度が，軽症 よ り

重瘟に お い て 高 く，また
， 高勲圧型に お い て は ，

さ らに高憊 で ある原瞹が， フ ィ プ リ ノ ーゲ ン 量の

変化に 基茜す る とば考 え難 い 戒績瞭 あつ た．

　  妊娠中韓 竃妊婦 に お け る赤血 球変形能

　妊 娠 申 揮 漉 妊 婦め 姻 液 中 の ATP 量 は
，

2唾冷Gl圭 5．399mg／出 で あ 夢，正 常嬉婦 の 妊 娠 衆

期 で は 24．360± 4，893tng／dlで あ り， 悶 者問に は

樽意 差 が 認 め られ な・か つ た ，蛮 た
， 軽 餅 は

，

22i348：辷5．4／6　i1E】ng・fd羮で あ り，　塞1墅症尋よ， 24．9kS9±

5．4594ing／dlで あ ウ， 両老の 聞に も樽慧差を認め

な か つ た．ATF 盤〆単位赤盗球数に つ い て も， 妊

娠中毒症妊婦 で は ， 5澱 6念 1ユ 至且7・ 1〇− lirng
〆RBC

であ う，正常妊婦の 妊娠末期で は t6 ．35± 1．25G→

19
”iEmg

／嚢瓰c で あ り， 両者間に 有慧差 は 認め ら

れなカ、
｝
：）た （建雖6 ）甲

　す なわ ち ， 妊娠中毒症妊婦，jXlag妊鼎の 妊娠末

期 ともに毒血 球変形能嫁 変 らず，両岩間の 翻 液粘

度の 蠱を蘊開す る困子 とな り得なか つ た．

　以上，妊娠中毒耀 妊婦 の 超 液粘養 は，正 常妊 婦

の 妊娠束期 に 比 し高値で あつ た．特 に
， 妊娠申権

症の うち で もレ 璽症高血圧型で ， 血 蔽粘渡 が最 も

高 く，正常妊娠寒期に bll・ecす る と極め て窟慧に 轟

か つ た． しか し ， 浮輝型で は
， 洫 液粘度が 低く，

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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非 正 妊
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常 ＿
妊 宋

姻 讐

娠
中

灘

畳常妊娠宋期 よ り有意に 低値で あつ た ．妊娠中毒

症妖婦の 壷液粘度は
，
Ht と最 も相 関し ， 簡易に 捌

建で きる 9t が その 觜標 とな り得 る こ とがわ か っ

た ．

　6） 妊娠中黌癌妊婦の 治療

　以土 の成績か ら ， 高粘澄の 轟血圧型 に は，低分

子 dextran点滴静注に よ り Ht の 構正を行 い
，

一

方翼様 の 高瓶 謹型に 対 し t 降圧幇を設与し て 比較

検譖した ．また ，低粘度の 浮腫型に は furosεmide

経 口投与に よ る水壷 癒の 治療を行い
， 血液粘度が

い か に 敬善され る か を検討 した
．

　  娠娠中毒邂高厩 旺型の 治療

　妊娠 中疆症 で ，轟蠱圧 を主搬状とする慮癨型 3

癬 ， 同撒 に ， 軽 症型 2 例 に 対 して ， 姆 ％低 分 子

dextτ・an50   〜15叙   1／day を投与し
，

一
部症傍に

は ， 斬 鮮凍結 漁 漿160〜32amlfdayも供せ て 投与

し ，
盧 液糶驪 ， Ht ， 平均慮距Eを灘楚した （褒 2）．

醫 7に そ の 翻定結果を示 し た ． また 同暗に
，

フ ィ

プ iJ ノ
ーゲ γ 蠱， タ レ ア チ

・
ニ ン ク リ ア ラ ン ス

， 尿

愚 に つ い て も翻定 した．な お，平均血圧 は
， 靫縮

期血庄 と拡張期盧 圧 の 2倍 との 瀦を 3 で 除 し た も

の をその 憊 とした．

　妊娠 中毒癧重症の 3例は ， 搬鞭粘度， Ht ともに

治療薊で は
， 正 常範囲 （骸当妊 娠灘数に お け る 発

常賎婦の 平均驪 ± 三 S1））の 上 隈 を逸鋭して い る．

軽症型で は
， Ht は 正常範 囲の 上隈近 くに あ るが ，

瓜 液粘度は正常範矚内で あつ た ．重症型 ， 軽譱型

目 産 婦 誌 3唾替 畧骨

齧 7　妊嬢中建症擁 （高血圧 塑） の 輸液療法 診こ お け る

　童 液粘産 ・｝王い 平均 血 圧 の 変動

欄 撃篭灘 雛 謝
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ともに ，治療 とともに 血 液瀦慶，Ht は低 下 し ， 治

療中ある い は 泡療後．正常範囲内に なつ た ．

　平均纛 圧は
， 治簾中一過rt　ea軽度の 上 昇を示す

が
， 治療終了後 ， 軽 穫の 下降を承 した．輸液療按

の 前後に つ い て み る と，血 蔽粘度は 9．8％の 減少

を ， Ht は 9．7％の 減少を示 し血．平 均虫翫 は 7．90／o

の 減少を示 し ， フ ィ プ リ ノ
ー

ゲ ソ 量 は ，全経 過 中

火 きな変動を 承 さな か つ た ．ク レ ア チ ＝ ・・7 ク リ ア

ラ ソ ス は
， 治療後 ， 16，6％の 上 轟を示 し ， 象黛 も

13、4％ま二昇した．

　次に 妊娠 中毒症高血 圧 型 の 3 痘例 に
， 鋒 圧 魏

（hydralazine2｛｝mg ／day）を 4 日間投与・し ，　」董液粘

嵐 Ht ， 平均濾圧 を瀏寔 した （表 2 ）．鋼 呂に ，そ
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の 灘定結果を示 し た ，

　平均flffは，治療開娼 とと もに 減少し
， 治療後

は 6．16％の減傘を示 した が．血 液粘度， Ht は治療

後む し ろ上昇傾向 を示 した．す なわ ち ， hydrala・

zine 治療で は，平均漁圧 の減少を認める も， 血 液

粘度は改・善 されなか つ た，

　  妊娠中毒癨浮臚塑の 治療

　重症浮腫型 2 弼 ， 軽癨 浮腫型 2側 に 対 して ，

furosernitie　8｛h瑜 gfday を 4 醒 間投 与し
， 血 液粘

度 ， Ht の 変動を検討す る と ともに ， 体靂を灘定 し

た （蓑 2 ）， 剿 9 に その 瀦定結果を示 した．

　血 液粘度の 治療薗翹 4例の 平均 は
， 2．79cpと低

値・（正常妊娠 1eヵ 月で は ， 3．32± O．32cp）で あつ

た が
， 治療開始 とと もに 上 昇 ， 補正 され正當範囲

内へ 入 り，浮腫の E 状 も絵 々 に 改善寒れ ， 治療後

に は 酒失 した ．活療の 葡後に つ い て み る と， 血液

粘 度は 加 r｛｝semide ．投与 忙 よ b ，
　 i ．8％の 上 昇 が

み られ ， 康 は 1三．25％の 上 昇 を示 した ．体 露 は

4．66％減少し た ，

　以上 ，血 液精度 よ りみ た妊娠中誰産の 治療法を

試み た ．嵩敏理型 に は輸液療滋を，浮腫 型 に は

ftirosetnide療法を行 い
， 血液粘度 fi：di・讐 され る 尊

とカミわ か つ た

　　　　　　　　　 考　　策

子 宮胎鑑 胎児 へ の 循環釁 は，盗液粘漫に よ つ

て 影響を うける、粘獲 と流量 は ， 極め て 密接な鬨

係が あ b ， 1804年 ， Poiseuilleは
，
　 Q ＝ π R4△P／8

ηL な・る法鮒を発褒 して い る．流鬣 Q は
， 琶三勾配

△p／L （p は 圧 力 ， L は 管 の長 さ）， 半径 R の 4 乗

に 比 例 し，粘攫 η に 逆 比例 す る と い う法則 で あ

る， こ の 法轍 ま
，

＝　
＝Lr 一トソ 流動をす る液体に 隈

られ た 法蛸で あ 砂， 漁液 の よ うな ， 雰 ニ ュ
ー一ト ソ
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， 隅

珊

の 式が 矩 られて い る．すな わ ち ， （≧鷺
π R4△p18

ηL ・F （ξ），（F は ξ・＝ 2fL ／RムP の 関数で ，　こ の
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−L　1 − 　167　7 》響 十 4 ／3

ξ
一 1／21劇で 示 され ，

−rWtlu 　1 よ り亭港 い 皚）で

承 され るが ，巍闘係式 と も， 血流量は血演粘度 le

炭比例 し， 血 液粘獲の 上 昇は 血流量の 減少 を ぎtc

す こ とを意味す る．

　娃娠 に よつ て母体の 赤磁 球数や種 々 の 纛 中蛋 纛

ht増舶す る の で ，それ に 伴つ て血 液鮎匿 も上 轟す

る こ とが考 え られ る． し か し輿際に は
，

血 漿量 も

鞍明に 増 luし ， 結島は
，
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しろ
一
Fvaす る．．これ はおそ ら くは
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の
一種
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れ に 影響を与 える Ht を掴定す る こ と は
， 子富胎

盤系へ の 血 流量の 捲標 と L て 大 きな意義を持つ ，
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嬲 ： ・ηa ・翫 の姦常範囲

　 　 　 （正常 妊 婦 娠 撮 10ケ 月の Me ＆ n ± ISD ｝

　疋常妊婦 ， 婬賑中毒癨妊婦に おけ る撫液粘度の

測澄は 古 くか ら響わ れで い るが
， その 報告 は 比較

的少な く，また灘定方法 も龝 々 異な つ て い て
一

定

しな い ．

　Uamilton（1950） e）は Ostwald　Viscemeterに

て盡液粍度を測定 し，妊娠 23遍 まで 血漢粘度は 減

少し
， 以後39週ま で 上昇するが ，婬娠 Ptoま孃一驚

で ある と報告 して い る．最近で は，丸本 ら（198  η

の報告があ D， コ ン ト ラ バ ス 抵ず り二 重円簡画転

鮎度毒・に て測驚し ， 韲液 粘熨は
，

’
妊娠初期 に や や

上昇 し
， 中期に減少し ， 末期 に 再び上舞する と報

告 し て い る．

　姪娠 中毒症妊婦の Pt液粘蔑に 開 して は
，
　 Hami1 ・

tGn （1950），　He 量ln：」an 　et　al．（1｛≡｝77）
7｝，　丸本 ら（198∈｝）

の 報 告 th；あ る．　 H 　arnilton （ig・「　O） は pre−eclam −

P6ia42例，　essentia1 −
’hypertension74例 VこD い て ・

漁液粘魔を灘窟 し，臙常妊婦 に 比 し有意藻は 認め

な か つ た と報告 して い る．

　
一

方 tHei 圭nean 　et　a1．（197？）をま
，
　E・P −H 　gestos勇sr

pE
’
acental ・insufl…ciency の 痩i鯛 27倒 に つ い て 灘定

し，撫 液粒度は正常妊婦に 比 し高燻を承 した と報

告 し， プL本 ら （198 ）
’
も， 妊娠巾毒癡を重症，軽

症楓 分類 し ， 重瘉 に お い て は 正 常妊 娠に 比 し縄値

で あつ た と報霧 して い る．
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　 以上 ， 諸家の 報告は
， 妊娠に よ り壷 液粘度が減

少し・来期に 再 び上昇する とい うζとで 僚 ぼ一
致

して い る．しか し
， なぜ 妊娠 に よ り変驫す る の か

，

そ の 成 因に つ い て の 醗究 は 詳嘉 くな され て お ら

ず ， また妊娠中澱症妊鋸忙 お い て は
， 血濯粘獲は

黒常娠婦に 比 して ， 高値を示すの か どうか に開し

て
一

建 の 箆解が婦 られて い なか つ た，

　 著麿の成績で は
， 婿娠 中の血濃粘農は，常に 非

妊疇 よ り低億で あ り， 妊娠初期 よ り 6 ヵ 月ま で 下

降 し ， 最低値を取 り ， 財後 1Gヵ 月まで徐 A に 上昇

した ．媛娠 中の漁 液粘穫は，Ht と鰻 電掘関 した

（r ＝−r   ，5臼〜 0．92）が 、 妊娠末期 で ba　Ht が低値に も

かか わ らず血 液粘度の 上昇を きた した。こ の 上昇

の麒 圏は， フ ィ プ y ノ ーゲ ソ 量が妊譲末期に増加

す るた め と の 結論を得た ，

　
一野 ， 妊媛中毒癌妊婦の 盧 液粮獲は

， 蠶痙 ， 軽

症 ともに正常娃娠末期の 妊婦の 盧 酸粘度よ り高値

を示 し
， 重癨は 軽癨よ りもさらに高驫 を承 した ．

妊娠中毒症を病型別に み る と
， 高漁葎型は 最 も高

く， 浮睡型は最も低 く，蛋白鼠型はその 中閥 に 位

置 した．従来の 研究 で
一・瀧 の戒纃 が得 られ て い な

い の は
， 妊娠中毒瘻 をその 病型捌 に 分類 しなか っ

た こ とに よ る もの と思われ る 。避｝撫差E型 の 血 液粘

慶 は ， 互E常 妊 娠 末 期 に 比 し有 意 に 高 く　（P〈

0・oel）， さらに
， 非妊婦よ り高髄を示 した

，

一
方，

浮匯型 の 軈液粘度は
， 正常蜥鑷朱期よ ウ有意に抵

値 （p 〈 O．OOI） であ つ た、 こ の 変化は
， 主 とし て

Ht に 起髑 する との 結論を得た．

　妊娠中毒癨 の 成鶴は ， ま だ閉 らか で は な い が，

そ の 癆態は
， 腎お よ び胎盤 の 循環不 全を主病変 と

す るk ，身的鱈環不全 と考 え られ る．

　す なわ ち ， 全身末梢畠 管抵凱の堪大お よび駘盤

障讐の た め
， 子宮胎盤血流量 の 減少 をきたす．無

娠宋期に お い て は
， 各種凝圏茜子の 増量の た め ，

慢性 DIC 渉発生 し，瞥糸球 体 に フ ィ ヅ リ ノ
ー

ゲ

ソ
，

フ ィ ヅ リ γ が沈着し腎饑能障害を起 し，GFR

の 減少，尿蛋 纛，浮腫 の 出舞を きた す．ま た ，庶

管纈飽 内 へ の Na 切 財留 の た め 血 管 の Ptma物質

に 対す る感受性が増大 し ， vasoconstrict 嵳on を起

し，巖 圧が上昇す る と考 え られて い る
s｝．

　従 つ て ， 妊娠中毒症の 藷遡驚 の 治療は，・・r・nt般酌

に ， 自痒神経 に 作用 し 壷 管運動神経中糂を抑髄 し ，

末柑血 管抵抗 を減 少させ降蜃i…をは か る hydra瓶2−

ine， 交感神経末端 ， 巌管運勦神経中枢を擁鰄す る

reserpine な どの 降置剤，また は
， 籏継管 よ り，

Na ＋

，
　 K   Ct ， 正｛CO 、

一
の 再 吸収 を魏 制す る thia．

詔ide系利尿剤 ， ある い は 雨者の 混合遡の 投与が行

わ れて い る こ と力畧多 い
4｝．

　 L か しなが ら，本研究 で開 らかな よ うに
， ｝黜 血

圧 型 の 鑑液粘魔 お よ び ｝ltは 高僅で あ り，　 Teser ．

pi訂e，　hydra圭azine な どの 降圧 剤を髄用 して も庶

液粘度は 改善されずむし ろ上昇 し， 子宮胎盤 へ の

血 流は 敵善 されて い な い と考 え られる．また ， 高

粘度を きた す症例 に 対 し て
， 利尿翔を投与する こ

とは，蒲液を濃縮 させ ， さ らに 高粘度 とし子宮胎

盤嵐 流塁 を減少 させ る結果 とな る． こ の よ うな観

点か ら f 輪液療法 は
， 血管の 拡張 とともに，鯲液

粘養 ， 騰 の低下 をきた L
，

血 圧減少 ， 子窟胎盤 晦

流壷 の 増火を期待で きる．最透 S拿hgal　et 　al ．

（王98｛｝）
目

塑ま妊娠中毒症患茸蓄に低分子
」dextranを投

与 して 好結果を得た と報告 し て い る，

　
一方．躯娠中鬱症 の うち で も浮種を きた す症劔

に は ， furosemide
，
　thiazi（琵 系利銀 剤 ， 抗 aldoste ・

rone 剤な どが投与 され て ぎた ．しか しなが ら，本

研究 に お い て ， yt を指標 として利尿剤投 与を し

た とこ ろ，短期間の 投 与で ， 直に 蠱 液黠度は 正常

域内へ もどり， そ れ以上の 投与は不 必要で ある t

と淋 わ か つ た．

　以上 ， 妊娠 中灘症の 薬物療薮 に 際し て は ∫｝fftを

指標 と して 治療す る こ とも必 要で あり， 飴児胎盤

系へ の燃漑魁の 撮持に 努め る べ きで ある との 結論

を得た．

　稿を終る に あた り，御撮導，御校闘 を賜わ りま した塞 田

豊教授 に 深 く感謝 の 慧 を 捧 げ る と と もに
， 種 k の 御教示，

碑幼言 を韈 い た浜松署科大学麓科蠕人 科寺罵餒彦助數授 に

感 謝 し ます．

　なお 本 論 文 の 竪 躍は 第32硼 聾 塞産科婦人科学会学衝講 演

会 シ ソ ポ ジ ウ ム お よ び第33es日本産科鑼人科学会学術講演

会 硫 て 発褒 し t ，
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